






研究要旨 

本研究の目的は1965年～1979年に 18歳未満で診断された全国の小児糖尿病患者川O名を

対象に、1995 年現在の生存状況及び慢性合併症の発生状況を明らかにすることである。調

査項目は、生存状況及び慢性合併症(光凝固療法、失明、人工透析、腎移植、心筋梗塞、脳

梗塞、及び四肢切断)の有無とし、主治医への郵送調査を行った。また、死亡症例に関して

は死亡した病院に問い合わせ、より詳細な情報を収集した。 

死亡症例は計 137 例で、追跡開始後 25 年の時点の累積生存率は 81%(95%信頼区間 77-85)

であった。また、診断年代別にみると、1960 年代診断群の追跡 15 年後の累積乍存率は

88%(84-9】)であったのに対して、]970 年代診断群では 96%(9597)と著明な改善を認めた。 

合併症に関しては、追跡 25 年後における累積発生率は光凝固療法 45%(40-50)、失明

13%(l047)、人工透析 26%(21-31)であった。また、診断年代別の生命表解析を行ったとこ

ろ、光凝固療法は 196()年代診断群と 1970 年代診断群で施行率がほぼ同等であったのに対

して、失明発生率には有意な差がみられた。 

人工透析導入率も m70 年代診断群では減少していた。 

1≦)70 年代後半以降の医療環境の改善及び治療の進歩が小児糖尿病患者の予後の改善に

寄与したことが示唆された。 

研究要旨:本研究では,川崎病による突然死や虚血性心疾患への進展をどのように予防する

か,心血管後遺症をすでに持つ患児に対していかに有効な治療・管理をするかを目的として

いる.特に以下に述べる 4 つの項目について重点的に検討をなった.1)川崎病心血管後遺症

の長期予後の追跡調査,2)川崎病急性期における医療,経済効果のあるガンマグロブリン療

法の確立,3)川崎病血管炎は成人動脈硬化のリスクか,4)川崎病による虚血性心疾患の予防

と治療・管理基準の作成,である. 


